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桜の復活を願い
光城山1000人SAKURAプロジェクト
（豊科光・光城山　11月28日）



継
次
代
に
つ
な
げ
た
い

光
城
山
の
桜

登
山
道
の
桜
の
再
生
へ

市
民
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

身
近
な
里
山
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る

光ひ
か
る城
山
（
標
高
９
１
２
メ
ー
ト
ル
・
豊

科
光
）。
登
山
道
に
沿
っ
て
植
え
ら
れ

た
桜
は
、
麓
か
ら
頂
上
へ
咲
き
昇
っ
て

い
く
こ
と
か
ら
「
昇
り
竜
」
に
も
例
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
開
花
時
期
に
は

多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、

近
年
、
桜
の
老
木
化
が
進
み
、
植
え
替

え
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
、
光
城
山
の
桜
を
次

代
に
継
承
し
よ
う
と
、
市
民
が
主
体
と

な
り
「
光
城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
（
桜
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
。

桜
の
植
え
替
え
計
画
の
ほ
か
、
自
然
環

境
の
保
全
、
里
山
の
歴
史
・
文
化
を
継

承
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま

し
た
。
昨
年
度
は
植
樹
作
業
の
準
備
と

し
て
、
新
た
な
桜
の
品
種
の
選
定
や
植

樹
方
法
な
ど
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
ま

し
た

一
斉
植
樹
に
市
民
な
ど

約
４
８
０
人
が
参
加

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
桜
の
一
斉
植
樹
が
11
月
28
日
、
光

城
山
の
山
頂
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冷
え
込
む
山
中
で
の
作
業
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
育
園
児
か
ら
70
歳
代
ま
で

約
４
８
０
人
が
参
加
。
光
城
山
登
山
口

で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
桜
の
記
念
植

樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
10
年
後

の
わ
た
し
へ
」
と
題
し
、
参
加
園
児
か

ら
中
学
生
が
綴
っ
た
手
紙
を
詰
め
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
植
樹
し
た
桜
の
横
に

埋
設
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
、
参
加
者

は
、思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
山
を
登
り
、

今
回
の
植
樹
場
所
で
あ
る
山
頂
周
辺
で

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

満
開
の
桜
を
思
い
描
き
…

３
０
０
本
を
植
樹

　

山
頂
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
者
の
手

で
１
本
１
本
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
植
樹
後
は
鹿
に
よ
る
食
害
を
防

止
す
る
た
め
手
製
の
防
護
柵
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

植
樹
し
た
桜
は
神
代
曙
（
ジ
ン
ダ
イ

ア
ケ
ボ
ノ
）
と
い
う
品
種
。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
よ
り
も
病
気
に
か
か
り
難
く
、
濃

い
花
色
が
特
徴
で
す
。
こ
の
日
、
植
え

た
桜
は
３
０
０
本
。
開
花
は
５
・
６
年

後
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

特集◎光城山1000人SAKURA プロジェクト

100 年間愛した桜を、 100 年後の子どもたちにも ･･･。 今、 老木化が進む

光城山の桜、通称 「昇り竜」 を次代に引き継ぐ取り組みが行われています。

光城山1000人
SAKURA プロジェクト始動

[ 左 ] 花見客でにぎわう春　[中上 ] 桜の開花に合わ
せライトアップされる登山道　[ 右上 ] 散策ルート
を示す案内看板　[ 中下 ]100 年たち樹勢が衰えた
老木　[右下 ] 登山口から標高差 300 メートルを山
頂に向けて、春には桜の帯が昇っていきます。

登山前に行った植樹講習会の様子 神代曙の苗木 山頂付近で行われた植樹の様子



多
く
の
人
の
協
力
で

桜
の
ま
ち
に
し
た
い

　

山
頂
で
は
天
候
も
良
く
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
、
無
事
、

植
樹
が
で
き
ま
し
た
。
将
来
、
大
き
く

育
っ
た
桜
を
見
渡
せ
る
光
城
山
に
な
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

山
頂
付
近
に
あ
る
桜
の
古
木
は
、
大

正
時
代
に
地
元
の
青
年
の
手
で
植
え
ら

れ
、
大
切
に
育
て
ら
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
地
元
の
人
が
長
き
に
わ
た
り
先
人

た
ち
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
よ
う
に
、

こ
の
取
り
組
み
は
、
か
な
り
の
年
月
と

多
く
の
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。
今
回

植
樹
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
や
訪
れ
る
登

山
者
に
は
、
桜
だ
け
で
な
く
光
城
山
全

体
を
み
ん
な
で
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

市
と
な
っ
て
10
年
を
機
に
始
ま
っ
た

取
り
組
み
が
、
50
年
、
１
０
０
年
と
続

き
、
今
の
様
子
と
比
べ
、
と
て
も
良
く

み
ん
な
で
守
り
育
て
た

里
山
で
す

　

光
城
山
の
桜
は
、
今
か
ら
約
１
０
０

年
前
に
大
正
天
皇
即
位
を
記
念
し
、
地

元
の
青
年
の
手
で
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

光
城
山
の
桜
「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」
の
寿

命
は
、
60
〜
70
年
程
で
す
の
で
、
現
在

の
桜
は
か
な
り
の
老
木
と
言
え
ま
す
。

今
後
、
末
永
く
光
城
山
の
桜
を
楽
し
む

た
め
に
は
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
が
関
わ
り
、
桜
を
守

り
育
て
て
い
る
光
城
山
で
す
が
、
地
元

で
の
取
り
組
み
例
と
し
て
は
「
光
桜
を

愛
す
る
会
」
が
あ
り
ま
す
。
会
で
は
毎

年
、
夏
場
と
初
冬
の
２
回
、
下
草
刈
り

や
登
山
道
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
先

日
も
約
50
人
程
で
枯
れ
た
桜
の
枝
の
除

去
や
草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
安

全
に
山
を
楽
し
む
た
め
に
も
大
切
に
し

た
い
取
り
組
み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
地
元
の
青
年
団
に
入
っ
て
い
た

頃
は
、
桜
の
開
花
時
期
に
な
る
と
売
店

で
ラ
ム
ネ
や
サ
イ
ダ
ー
を
売
っ
て
い
ま

し
た
。
商
品
が
売
り
切
れ
た
時
に
は
、

麓
の
店
ま
で
転
が
る
よ
う
に
下
っ
て
買

い
出
し
を
し
た
こ
と
も
今
で
は
良
い
思

い
出
で
す
。

　

一
人
一
人
に
思
い
出
、
愛
着
の
あ
る

里
山
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
観
光
・
環

境
整
備
に
と
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
手

で
育
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

な
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

植
樹
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
人
の
交

流
の
輪
が
広
が
り
、
春
、
桜
の
時
期
に

は
、
光
城
山
は
も
ち
ろ
ん
、
麓
の
公
園

や
街
か
ど
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

桜
が
咲
く
、
そ
ん
な
安
曇
野
市
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
ね
。

■長野さくらの会から表彰
　桜の植樹にあたって、昨年 11 月に試験植樹を
行い、光城山に適した品種や植樹場所の選定を行
いました。また、植樹後の食害防止ネットの製作
や登山道、植栽場所の美化活動に地元の光区（豊
科）、桜坂区の皆さんも携わり、今回の植樹を迎
えました。
　プロジェクトの活動に対し、本年５月には、桜
の愛護、保全活動などを行っている団体「長野さ
くらの会」から表彰されました。

■プロジェクトの舞台　光城山
　名前の由来となっている光城は、鎌倉時代にこ
の地に移り住んだ海

う ん の

野氏の一族、光氏が、戦国時
代（16 世紀）に築かれたと考えられる大規模な
山城です。光城は、川中島合戦の前に、武田信玄
の先ぽうによって攻め落とされたため、当時の面
影はありません。山頂には、史跡を示す説明板と
標柱、火の神を祭る「古

こ み ね

峯神社」が建っています。
　現在の光城山は、気軽に登ることができる山と
して、健康増進のために多くの人が訪れています。
また、安曇野の田園風景と北アルプスを一望でき
る絶好のビューポイントとして市外からも多くの
人が訪れます。

特集◎光城山1000人SAKURA プロジェクト

■髙
たかはし

橋恒
つね お

雄さん  豊科田沢
光城山 1000 人 SAKURA プロジェクト
会長、光城山を含めた豊科田沢および豊
科光地籍の山林 170ha を管理する上川手
山林財産区管理会会長を務める。

■長
ながさき

﨑 要
かなめ
さん  豊科光

地元市民の目線で、プロジェクトの活動
を支える。「登山道では元気にあいさつし
ましょう」と気さくに微笑む。

売店の様子（旧豊科町公
民館報・昭和 34年）

植樹前に参加者にあいさつ
する髙橋さん（手前）

光橋から見た光城山
（左）と山頂の古峯
神社（上）

光城山1000人
SAKURA プロジェクト
プロジェクト会　長を務める髙橋恒雄さんとプロジェクトに参

加し地元在住　の長﨑要さんに光城山への想いを伺います。

植樹に向けての現地測量の様子 長野さくらの会から
送られた賞状
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特集◎光城山1000人SAKURA プロジェクト

「
光
城
山
１
０
０
０
人
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
「
１
０
０
０
人
」
に
は
、「
多
く
の

市
民
の
手
で
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
25
年
度

に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方

針
及
び
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
行
動

計
画
」
を
策
定
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
計
画
の
具
現
化
に
向
け
た
新
た
な
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
複
数

回
に
わ
た
る
会
議
や
現
地
踏
査
、
昨
年

11
月
の
試
験
植
樹
を
経
て
、
今
回
の
一

斉
植
樹
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
協
働
と
い
う
観
点

か
ら
、
課
題
や
目
標
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
有
し
、
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て

進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
里
山
を

守
り
育
て
た
い
」
と
思
う
数
百
人
も
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
事
業
に
参
画
し
活
動

し
て
い
く
過
程
こ
そ
が
協
働
が
求
め
る

姿
で
あ
り
、
事
業
の
継
続
・
発
展
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
桜
の
植
樹

が
目
標
で
は
な
く
、
多
く
の
皆
さ
ん
と

共
に
身
近
な
里
山
を
守
っ
て
い
く
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
、桜
の
植
樹
分
科
会
の
ほ
か
、

観
光
、動
植
物
保
護
、歴
史
文
化
と
い
っ

た
分
科
会
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
植
樹
は
、
里
山
の
保
全
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
が
目
指
す
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
出
発
点
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
主
役

と
な
り
、
こ
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
市
内
の
あ

ら
ゆ
る
活
動
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
関
わ

り
、
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
や
、
市

の
一
体
感
づ
く
り
に
つ
が
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
０
人
」
に
は
、
「
多
く
の
市
民
の
手
で
」
と
い
う
願
い
を
込

め
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
、
身
近
な
里
山
の
保
全
や
、
市
全
体

に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　一斉植樹に先立ち行われたセレモニーでは、本年度 10 歳になる
地元の小学生により記念植樹が行われました。

　植樹記念にタイムカプセルを設置しました。中身
は「10 年後のわたしへ」と題した手紙。開封は平成
37年度を予定しています。その頃にはきっと満開の
桜が咲いていることでしょう。

　仕事の仲間で参加しました。絶好の作業日和で楽しく植樹するこ
とができました。また桜の成長を見に来ます！

写真左から

　子どものころから光城山は身近な山です。植樹した桜と共に
子どもたちも大きく育ってほしいですね。

Interview

タイムカプセル

記念植樹

■齊
さいとう

藤陽
は る き

紀くん
　豊科東小４年

■吉
よしはら

原凛
り ん か

香さん
　豊科東小４年

■奥
おくはら

原俊
しゅんすけ

輔くん
　豊科東小２年

■宮
みやざわ

澤広
ひろみつ

光さん
　堀金三田
■柏

かしわばら

原翔
しょうた

太さん
　池田町
■宮

みやざわ

沢 節
たかし

さん
　豊科
■浅

あさかわ

川悟
さ と し

志さん
　穂高牧

　桜と一緒に成長したい
と思います。自宅も近い
ので時々、見に来ようと
思っています。

　桜の木が大きくなって、
たくさんの花が咲いてき
れいな山になってほしい
です。

　自分の夢や実現したいことをたくさん書きました。10年
後をとても楽しみにしています。

【桜分科会】
　昨年度、試験植樹に60 本、本年度は今回の植
樹で 300 本を植栽し、今後は老木となった桜に代
わり長期的な視野で随時桜を植えていきます。次
世代のために桜の「昇り竜」の復活を目指します。

【動・植物分科会】
　自然あふれる光城山には、桜以外の樹木や希
少価値のある山野草などが存在し、また、動物
や野鳥も多く生息しています。こうした動植物
を保護する一方で、アレチウリなど特定外来植
物の駆除などを行っています。今後は、多くの
皆さんに光城山の自然環境に関心を持っていた
だくため、観察会などを計画していきます。

光城山1000人ＳＡＫURAプロジェクト
分科会の取り組み

【歴史・文化分科会】
　戦国時代の光城や、光城山にまつわる歴史や
文化を市民の皆さんに知っていただくため、探
訪会などを行っていきます。

【観光・事業推進分科会】
　雄大な自然と歴史が織りなす光城山には、桜
の時期を中心に全国から多くの観光客が訪れま
す。また、北アルプスが一望できることも光城
山の魅力の一つです。こうした資源を生かして
「桜と言えば光城山」となるよう情報を発信し
ていきます。合わせて、訪れる皆さんを歓迎し、
おもてなしをするための事業も今後展開してい
きます。

光城山一帯の素晴らしい資源を次世代へ
継承するため、４つの分科会が相互に連
携して保全活動を進めています。

山頂での植樹作業、式典での記念植樹やタイムカプセル
の設置作業に参加した皆さんにインタビューしました。

■奥
おくはら

原悠
ゆ う き

貴さん

　　　美
み ほ

穂さん

　　　空
こ う ま

磨くん

　　　莉
り こ

子ちゃん

　豊科光

■市長　宮澤宗弘
光城山1000人

SAKURA プロジェクト

て、
き
い

たい
近い
うと
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若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ア
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

　

市
で
は
11
月
７
日
、
市
議
会
議
場
で

３
年
目
と
な
る
「
中
学
生
議
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
将
来
を
担
う
中

学
生
の
素
直
な
目
線
か
ら
の
斬
新
な
発

想
や
ア
イ
デ
ア
を
市
政
に
反
映
さ
せ
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
生
か
す

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
保
護
者
や
市
民
の
皆
さ

ん
、
報
道
機
関
が
傍
聴
す
る
中
、
市
内

７
中
学
校
の
２
年
生
25
人
の
生
徒
の
皆

さ
ん
が
宮
澤
市
長
や
市
の
幹
部
職
員
に

質
問
、
提
言
し
ま
し
た
。

「
私
が
」
あ
る
い
は
「
市
民
が
」

で
き
る
こ
と
を
提
言

　
「
中
学
生
議
会
」
の
開
催
に
あ
た
り
、

市
政
全
般
を
学
ぶ
学
習
会
を
５
月
か
ら

全
３
回
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
市
の
仕
事
や
市
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
市
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

学
習
会
を
終
え
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で

は
学
習
成
果
を
基
に
各
自
が
質
問
す
る

内
容
を
分
担
し
、
当
日
の
発
言
原
稿
を

特
集
◎
中
学
生
議
会

中
学
生
が
市
政
へ
提
言

市
で
は
、
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
の
考
え
方
を
市
政
に
反
映
さ

せ
て
い
く
た
め
、
中
学
生
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
若
い

視
点
で
考
え
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特集◎中学生議会

ま
と
め
ま
し
た
。
質
問
で
は
な
く
、
学

習
し
た
成
果
と
、
今
後
の
市
政
に
対
す

る
建
設
的
な
意
見
を
提
言
す
る
よ
う
に

し
、発
言
に
は
「
私
が
」
あ
る
い
は
「
市

民
が
」
で
き
る
こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。

　

な
お
、
議
会
当
日
の
議
事
録
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
地
域
づ
く
り
課

　
（

 

71・２
４
９
４　

 

72・３
１
７
６
）

■産業グループ
●上

かみじょう

条藍
あいひさ

悠くん（穂高東中） 向
むかいやま

山恵
けいすけ

介くん（穂高西中）
　濱

は ま だ

田清
き よ く

空くん（穂高西中） 大
おおやま

山　至
いたる

くん（三郷中）

　上
う え だ

田有
ゆ う と

人くん（堀金中）

■安全・安心グループ
●小

こ い わ

岩直
な お き

紀くん（穂高東中） 戸
と だ

田貴
た か や

也くん（豊科北中）
　百

も も せ

瀬瑛
あ き と

都くん（三郷中） 木
き む ら

村悦
え つ し

士くん（豊科北中）
　寺

てらしま

島美
み ゆ う

侑さん（豊科北中）
　※戸田くん、木村くんは、当日欠席

学習会を終えて
防災について
質問したい
安全・安心グループ

リーダー  小
こ い わ

岩直
な お き

紀くん
（穂高東中）

　市の仕事が、自分の生活に密接に関
わっていることを学べて、とても楽し
かったです。また、市にはいろいろな仕
事があり、課題も抱えていることを知り、
大変だと感じました。当日は、「防災」に
ついて質問してみたいです。（８月１日）

中学生議員 私たちの提言

　市の産業などについて学び、次の項目について
質問や提言をしました。
①観光  ②工業  ③安曇野ブランド  ④農業

私たちの意見・提言
　観光客向けの案内所や看板を設置するほか、自
転車道を整備して観光しやすい安曇野を宣伝して
はどうでしょうか。また、企業誘致や就農しやす
い環境を整備したり特産のワサビの良さを宣伝し
たりして産業振興につなげることも提案します。
私たちも市の産業や魅力についてもっと学び、市
民全体で宣伝できるようにします。
市からの回答
　国内外の観光客向けに積極的に観光情報を発信
し、スマートフォンが利用できるようWi-Fi（ワ
イ・ファイ）環境を整備するほか、既存の安曇野
自転車道路を最大限に活用し、駅や観光施設に接
続する自転車道の環状化に取り組んでいきます。
また企業のイメージ戦略に安曇野の清らかなイ
メージを活用してもらえるよう地域資源を生かし
た企業誘致にも取り組みます。
　農業分野では、新規就農者向けに市役所内に「就
農支援室」を設置しています。農家への支援制度
の充実を図るほか、収益性の高い園芸野菜の生産
を拡大し、特産ワサビの品質向上や生産安定化を
支援していきます。

　防災や交通安全、環境などについて学び、次の
項目について質問や提言をしました。
①災害後の対策  ②交通安全  ③環境  ④景観

私たちの意見・提言
　災害から身を守る方法を学ぶ機会を設けたり、
交通事故防止に向け、保育園などでの交通マナー
講習会の実施や高齢者の運転免許の自主返納の推
進、デマンド交通「あづみん」の利便性向上を図っ
たりしてはどうでしょうか。また、市全体で、緑
化や節電などに取り組み、住みやすい環境づくり
も提案します。私たちも交通安全講習会への参加、
緑化や節電に積極的に取り組みます。
市からの回答
　被害の最小化を図る「減災」を防災の基本に、
自主防災組織の充実強化への支援や、防災講演会
の開催、防災マップの作成に取り組んでいます。
また、子どもや高齢者の交通事故防止に向け、体
験型の交通安全教室の開催などを通じ、交通ルー
ルやマナーを守る意識の高揚に努め、運転免許の
自主返納の支援策にも取り組んでいきます。景観
や緑化対策については、緑のカーテンや緑のまち
づくりの事業を通じ市民に草木の苗などを配布し
ています。本年度から「緑の基本計画」を策定し、
緑地の保全とさらなる緑化を推進していきます。

◎議長
○副議長
●グループリーダー

中学生議会を終えて宮澤市長や市の幹部職員と記念撮影（上）あいさつをする宮澤市長（右下）議事進行す
る議長の横川さん（中下）中学生議員が一人ずつ質問・提言をしました（左下）

市の様子や市の仕事の内
容について担当者から説
明を受けました。
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特集◎中学生議会

■福祉グループ
●河

こ う の

野真
ま ほ

歩さん（三郷中） 二
ふたつぎ

木悠
ゆ み こ

美子さん（三郷中）
　小

お ざ わ

澤美
み ゆ

祐さん（豊科北中） ◎横
よこかわ

川伊
い ぶ き

吹さん（豊科南中）
　曽

そ ね は ら

根原怜
れい

さん（穂高西中）

■まちづくりグループ
●深

ふかさわ

澤美
み き

貴さん（穂高東中） 関
せき

穂
ほ の か

乃香さん（明科中）
　宮

みやざわ

澤昌
ま さ こ

子さん（豊科南中） 佐
さ さ き

々木優
ゆ い

衣さん（明科中）
　石

いしづか

塚紅
も み じ

葉さん（堀金中）

■教育グループ
●山

やまぐち

口愛
あ か り

花里さん（堀金中） 谷
たにかわ

川弘
こ う き

樹くん（明科中）
○古

ふるいち

市恭
きょうすけ

介くん（豊科南中） 酒
さ か い

井並
な み き

木さん（穂高東中）
　瀧

たきざわ

澤　文
あや

さん（穂高西中）

　※瀧澤さんは、当日欠席

　議長席に座り、最初はとても緊張しました。
貴重な経験をすることができました。
　私たちの質問に対して宮澤市長をはじめ市
の幹部の皆さんも分かりやすく答えてくれま
した。
　今回、市の福祉について知らないことも多
く、たくさんのことを学ぶことができました。
図書館についても学ぶことができたのでもっ
と利用してみたいです。自然の豊かさはその
ままで、高齢者や若者が元気で活躍できる安
曇野市になってほしいです。（11 月７日）

■提言の反映
　これまで中学生議会での提言内容から、反
映した事業の一部を紹介します。
文化振興（平成 26年度）
　「市立美術館・博物館年間行事ガイド」を
作成し、学校を通じて小中学生に配付したほ
か、各施設に配置し情報を発信しました。
議会広報の充実（平成 26年度）
　議会広報紙の総ページ数を増やし、分かり
にくい言葉には補足説明を加え、表紙に市
民の皆さんが登場するような写真を採用して
います。議会ホームページについては、今ま
で行っていた定例会本会議のライブ配信に加
え、６月定例会から本会議の録画配信を開始
しました。
登下校時の交通マナーの向上（平成25年度）
　小中学校に自転車の安全利用を促すパンフ
レットを配布し、平成 26 年度から小中学校で
開催する交通安全教室において、自転車事故
の再現などによる疑似体験を通して交通ルー
ル、交通マナーを守ることの大切さを学ぶ取
り組みを進めています。

　福祉や介護保険などについて学習し、次の項目
について質問や提言をしました。
①少子化  ②児童虐待  ③子ども支援  ④健康診断

私たちの意見・提言
　市民が少子高齢化について学ぶ機会を設けた
り、児童虐待や高齢者の孤立化を防ぐため、子育
て中の人同士や、高齢者と若者が日ごろから交流
し、相談し合える施設を設置してはどうでしょう
か。また、健康で長生きするため、健診の積極的
受診も提案します。私たちも近所の人との交流を
大切にしていきます。
市からの回答
　協働のまちづくり出前講座などを通じ、市や地
域が抱える課題を市民の皆さんと共有したり、地
域福祉の充実や異なる世代が交流する地域づくり
の支援をしたりしていきます。健康長寿のまちづ
くりの実現に向け、介護予防教室の開催のほか、

特定健診、特定保健指導な
どを通じ健康意識の向上や
若い世代からの生活習慣病
対策にも取り組みます。
　また、子育て世代が交流
する公園の整備や、子育て
支援について関係する部局
が連携し、必要な支援サー
ビスを提供していきます。

　市の財政やまちづくりなどについて学び、次の
項目について質問や提言をしました。
①人口減少  ②地域活性化  ③高齢者の生活
④詐欺被害対策

私たちの意見・提言
　人口減少に歯止めを掛け、活気ある市にするた
め、空き店舗を活用した商店街の活性化や企業誘
致をしてはどうでしょうか。私たちも、10 代の若
者たちが活性化について話し合う場を設けたり、
地産地消に取り組んだりするほか、日ごろから家
族や近所の人の会話を増やし、高齢者の生活支援
や詐欺被害などに遭わないまちにしていきます。
市からの回答
　健康長寿の取り組みなどを通じて、人口の自然
減を食い止めたり、市の産業を生かした働く場所
を確保したりするなど、10 月に策定した市の「ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた施策を
効率よく実施しながら人口減少の歯止めに努めま
す。また、商店街の活性化へ空き店舗を活用した
起業や家賃などの支援を行っています。
　雪かきなど高齢者の生活支援については、社会
福祉協議会と連携しボランティア会員の増員につ
ながる制度の充実や、民生児童委員やホームヘル
パーの訪問、隣近所での「見守り」、「気付き」で
高齢者を支え合う地域づくりを進めていきます。
また、消費者トラブルへの情報提供のほか、関係
機関と連携して高齢者の詐欺被害防止活動を進め
ます。

　学校のことや、市の歴史、文化などについて学
び、次の項目について質問や提言をしました。
①文化振興  ②図書館  ③学校教育  ④学校給食  
⑤社会教育

私たちの意見・提言
　教材の開発や学習支援の場を活用して、子ども
たちが市の自然や歴史文化を学ぶ機会を設けた
り、食べ残し削減に地域の食材を使い学校給食を
提供したりしてはどうでしょうか。また、図書館
の積極的な利用や、部活動を充実するための仕組
みづくりも提案します。私たちも積極的に市につ
いて学び、部活動に取り組みます。
市からの回答
　市民が文化に興味を持ってもらうため、小中学
生や高齢者を対象に市立美術館・博物館の入館料
の無料化をしています。また、スクールサポート
事業で地域の人から地域を学ぶ機会を設け、学校
給食では「安曇野の日」で地域食材を使った献立
を提供しています。
　また、読んだ本を記録する読書通帳や図書館
フェスタの開催など、本の楽しみや図書館の魅力
を伝える取り組みを行っています。部活動につい
ては、学校や体育協会、各
種競技・活動団体と連携し
中学生期のスポーツや文化
活動の充実を図っていきま
す。

■インタビュー　Interview

議会を終えて
高齢者や若者が元気で
活躍できる市に
議長  横

よこかわ

川伊
い ぶ き

吹さん
（豊科南中）
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市
で
は
11
月
21
日
、
被
爆
ア
オ
ギ

リ
二
世
記
念
植
樹
式
並
び
に
戦
没
者

追
悼
式
、
第
５
回
平
和
の
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
た
第
１

部
の
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
記
念
植
樹

式
に
は
、
市
や
市
議
会
関
係
者
な
ど

約
１
０
０
人
が
出
席
。
広
島
市
の
松

井
一か

ず
み實
市
長
か
ら
宮
澤
市
長
に
ア
オ

ギ
リ
の
苗
木
（
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
）

　

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権

に
つ
い
て
意
識
を
高
め
、
考
え
る
機

会
と
し
て
12
月
６
日
、「
人
権
の
つ

ど
い
講
演
会
」
を
穂
高
公
民
館
講
堂

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
民

な
ど
約
２
５
０
人
が
参
加
。
第
１
部

で
は
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
松
本
地
区
入
賞
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
４
人
を
代
表

し
て
茅ち

の野
海み

ゆ夕
さ
ん
（
豊
科
南
中
３

年
）
と
望も

ち
づ
き月
花か

な菜
さ
ん
（
明
科
中

　

市
で
は
、
本
年
度
、
購
入
し
た
歩

行
型
除
雪
機
を
希
望
が
あ
っ
た
区
に

貸
し
出
す
「
貸
与
式
」
を
11
月
25
日
、

防
災
広
場
と
穂
高
支
所
で
行
い
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
防
災
広
場
で
は
、
穂

高
地
域
を
除
く
４
地
域
34
区
の
区
長

や
区
役
員
約
50
人
が
出
席
し
、
式
典

と
運
転
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
除
雪
機
は
、
２
種
類
、

66
台
を
約
２
８
０
０
万
円
で
購
入
。

こ
れ
ま
で
貸
与
し
た
機
械
よ
り
除
雪

が
贈
呈
さ
れ
、
出
席
者
が
見
守
る
中
、

両
市
長
と
濵
市
議
会
議
長
が
、
市
役

所
東
側
地
下
駐
車
場
入
口
付
近
に
植

え
ま
し
た
。

　

こ
の
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
は
、
広

島
市
で
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
爆
風

を
浴
び
な
が
ら
も
奇
跡
的
に
生
き
残

り
、
現
在
は
広
島
平
和
記
念
公
園
内

に
平
和
の
象
徴
と
し
て
植
栽
さ
れ
て

い
る
被
爆
ア
オ
ギ
リ
の
種
か
ら
育
て

ら
れ
た
苗
木
で
す
。
戦
後
70
年
、
ま

た
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
、
平
和

都
市
宣
言
（
平
成
24
年
12
月
）
を
し

た
本
市
が
平
和
首
長
会
議
（
会
長
・

松
井
市
長
）
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の

で
す
。

　

宮
澤
市
長
は
「
平
和
の
象
徴
で
あ

る 

”被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
“
を
大
切

に
育
て
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
続
け

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

松
井
市
長
は
「
こ
の
苗
木
は
、 

”二
度

と
こ
ん
な
思
い
を
他
の
誰
に
も
さ
せ

た
く
な
い
“
と
い
う
被
爆
者
や
広
島

の
思
い
を
今
に
語
り
か
け
て
い
る
。

１
年
）
が
作
文
を
発
表
し
、
人
に
感

謝
す
る
心
や
人
の
良
い
点
を
見
る
目

を
養
う
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
市
民
大
学
特
別
講
座
を

兼
ね
た
講
演
会
で
は
、
俳
優
の
水み

さ
わ澤

心し
ん
ご吾
さ
ん
が
「
決
断　

命
の
ビ
ザ
〜

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
杉す

ぎ
は
ら原
千ち

う
ね畝
物
語
〜
」
と

題
し
、
一
人
芝
居
を
交
え
て
講
演
し

ま
し
た
。
水
澤
さ
ん
は
、
第
二
次
大

戦
時
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
迫
害
か
ら

こ
の
思
い
が
安
曇
野
の
地
に
根
付
く

よ
う
大
切
に
育
て
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

で
行
わ
れ
た
第
２
部
の
戦
没
者
追

悼
式
に
は
、
遺
族
会
関
係
者
な
ど
約

１
７
０
人
が
出
席
し
、
追
悼
の
祈
り

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
同
会
場
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
第
３
部
の
第
５
回
平
和
の
つ
ど

い
に
は
、
市
民
な
ど
約
５
０
０
人
が

出
席
。
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加

し
た
市
内
中
学
校
の
生
徒
21
人
の
代

幅
が
広
く
、
除
雪
能
力
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
の
豪
雪
を
受

け
、
昨
年
度
に
区
を
対
象
に
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
除
雪
機
の
要
望
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
貸
与
に
よ
り
、
80
区
で
合

わ
せ
て
１
６
１
台
と
な
り
、
歩
道
や

生
活
道
路
な
ど
で
の
除
雪
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

表
５
人
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

へ
の
願
い
な
ど
を
作
文
に
ま
と
め
発

表
。
ま
た
、「
広
島
市
の
平
和
へ
の
思

い
と
取
組
‐
被
爆
70
年
を
迎
え
て
‐
」

と
題
し
て
松
井
市
長
が
講
演
し
ま
し

た
。
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
い
な
が
ら
原

爆
被
害
の
悲
惨
な
様
子
や
核
兵
器
廃

絶
・
平
和
へ
の
取
り
組
み
な
ど
広
島

市
の
先
駆
的
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
恒

久
平
和
の
推
進
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

■
恒
久
平
和
を
願
い　

ア
オ
ギ
リ
の
苗
木
を
植
樹

■
思
い
や
り
の
心
や
命
の
大
切
さ
を
考
え
る　

人
権
の
つ
ど
い
講
演
会
開
催

■
生
活
道
路
な
ど
の
除
雪
に
活
用　

歩
行
型
除
雪
機
66
台
を
区
に
貸
与

逃
れ
る
ユ
ダ
ヤ

人
の
た
め
、
約

６
千
人
の
ビ
ザ

を
発
給
し
た
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
領

事
代
理
・
杉
原
千
畝
の
姿
を
、
本
人

の
心
の
葛
藤
な
ど
を
交
え
て
熱
演
。

杉
原
に
救
わ
れ
た
人
々
の
子
孫
が
現

在
、
20
万
人
い
る
こ
と
に
触
れ
「
人

の
優
し
さ
や
命
の
大
切
さ
を
知
っ
て

欲
し
い
」
と
会
場
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

平和都市宣言の銘板を除幕し、ハトの紙風船を大空に向
けて放つ中学生の皆さん（被爆アオギリ二世記念植樹式）引き渡し後、除雪機を操作する各区の皆さん

平和都市宣言を朗読する中学生の皆さん（平和のつどい）

杉原千畝を演じる
水澤さん

アオギリの苗木を植える濵市議会議長（左）、
松井広島市長（中央）、宮澤市長（右）

市制施行10周年記念事業 （１月の予定）
開催時期 事業名 開催場所等
1月10日 市消防団出初式（市） 穂高会館およびその周辺

1月10日 成人式（市） 安曇野スイス村
サンモリッツ

1月31日 堀金綱引選手権大会（市民） 堀金総合体育館

1月31日 安曇野検定（市） 豊科交流学習センター
「きぼう」、穂高会館

1月6日～
2月29日

第 5回田淵行男賞写真作品公
募（市民）

田淵行男記念館
（応募、問い合わせ先）

（市民）市民の皆さんが、開催する事業に「市制施行10 周年記念」の
冠を付けて行う事業、（市）市が開催する事業に「市制施行10 周年記念」
の冠を付けて行う事業

受賞作文を朗読する中学生の皆さん

市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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日ごろの活動成果を発表

目標のトップテン入りを果たす

一年の実りに感謝　新そばに舌鼓

安心して年の瀬を迎えるために

秋の安曇野を駆ける
漬物に 伝統野菜「牧大根」

　市内老人クラブの活動成果の発表と交流の場
として、芸能大会と作品展（市老人クラブ連合
会主催）が 11 月 14 日、穂高会館で開かれまし
た。現在、老人クラブ連合会には市内 58 グルー
プ、約 4,600 人が加入。市の誕生とともに発足
した連合会は本年、10 周年の節目を迎えました。
　この日は、写真や絵画、舞踊、大正琴など幅
広い分野で取り組みの成果が発表されました。
連合会会長を務める若

わかみや

宮昭
しょうぞう

三さん（穂高）は「例
年以上の出品数で大変盛況でした。連合会も発
足 10 年を迎え、一体感が生まれてきたように感
じています」と話しました。

　第 64 回長野県縦断駅伝競走大会が、11 月 14、
15 日に開催されました。初日は信濃毎日新聞長
野本社前（長野市）から岡谷市役所までの 12 区
間 119㌔、2日目は松本城公園をスタートし飯田
合同庁舎まで 10 区間 98.5㌔、合計 22 区間 217.5
㌔を激走しました。全 15 チームが出場する中、
安曇野市チームは初日 10 位、2 日目 12 位、総
合 10 位となり、昨年より２つ順位を上げ目標と
していたトップ 10 入りを果たすことができまし
た。今後は、来春に開催される市町村対抗駅伝
競走大会に向けて練習していきます。

　一年の実りに感謝し安曇野の食を味わう恒例のイベ
ント、信州安曇野新そばと食の感謝祭と農林業まつり
2015（実行委員会主催）が 11 月 14 日と 15 日、穂高神
社特設会場で開かれました。
　会場では、市内 10 店舗による新そばの販売や市内産
食材にこだわった「あづみ野どん（丼）」、カボチャをテー
マに考案された「野菜スイーツ」などが提供されました。
農産物などを宣伝する農林業まつりでは、野菜や果物を
積んだ「豊穣宝船」の展示や紅白餅の配布、特産品の販
売などが行われました。
　初日となった 14 日、両親と訪れた金

かなもり

森悠
ゆ の

乃ちゃん（穂
高）は「出掛けるのが楽しみで朝６時に起きました」と
話し、新そばを味わっていました。
　本年は小雨が降る中の開催となりましたが、２日間で
約 3万人が来場し、安曇野の一年の実りを満喫しました。

　「年末特別警戒」（主催：安曇野警察署、安曇野防犯連
合会、安曇野交通安全協会）出発式が 12 月１日、市役
所で行われました。
　この出発式は、年末を迎え、地域での防犯や交通安全
意識の高揚を図ろうと「年末特別警戒・年末の交通安全
運動」（12 月１日～ 31 日）の始まりに合わせて行われ
ました。
　当日は、関係者約 180 人が参加。あいさつで安曇野交
通安全協会の宮

みやさか

坂英
ひでふみ

文会長は「高齢者や子どもの事故防
止に各支部が協力し取り組みたい」と話しました。
　式典後には、警察のパトカーなどの車両がパトロール
に出発。参加者は防災広場までの間を、特殊詐欺被害防
止や交通事故防止などを呼び掛ける横断幕やのぼり旗
を持って啓発活動を行いました。

　第 11回安曇野市堀金一周駅伝大会（堀金公民
館主催）が 11月 1日、堀金支所を発着点とする
10 区間 17.3㌔のコースで行われました。この駅
伝は旧堀金村で始まり、通算 51回目の開催とな
る伝統ある大会です。この日は、小学生から 50
代まで 90 人のランナーが参加。美しく紅葉した
堀金地域を駆け抜けました。
　大会の結果は、上堀地区公民館チームが優勝。
アンカーの德

とくたけ

武瑠
る な

夏さん（堀金中２年）は「みん
なで繋いだタスキ。最後まで頑張って走れました」
と話しました。

　牧大根まつりが 11 月 15 日、市内３会場で行
われました。牧大根は、肉質が固めで漬物に向
いており、家庭ではたくあん漬けや味噌漬け、
おろしなどに利用されます。会場の一つとなっ
た牧地区公民館では、雨が降る悪天候の中、朝
から多くの来場者でにぎわいました。牧区副区
長の丸山茂

しげとし

壽さんは「今年は雨の影響で大根作
りには苦労しました。来年も皆さんに喜んでい
ただけるよう頑張りたい」と話してくれました。

11/14　市老人クラブ連合会芸能大会・作品展

11/14・15　長野県縦断駅伝競走大会

11/14・15　第３回信州安曇野「新そばと食の感謝祭」・農林業まつり2015

12/1　年末特別警戒・年末の交通安全運動出発式

11/1　安曇野市堀金一周駅伝大会

11/15　牧大根まつり
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ためして安曇野検定 クイズ

Ｑ Ｕ Ｉ Ｚ Ｎｏ19

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

丸
山
政
憲「
習
作
仏
像
彫
刻
展
」

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

 

81
・
３
０
３
０　

 

82
・
０
５
５
１

　

市
内
在
住
の
丸
山
政
憲
さ
ん
の
彫
刻

展
で
す
。
退
職
後
25
年
間
で
彫
っ
た
作

品
の
中
か
ら
約
30
点
を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
９
日（
土
）〜
17
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
、

午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

美
術
館　

南
の
蔵　

●
観
覧　

無
料

田
淵
行
男
記
念
館

１
月
は
市
民
の
入
館
料
が
無
料

田
淵
行
男
記
念
館

 

72
・
９
９
６
４　

 

88
・
２
０
１
０

　

田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
市
民
の
人

に
地
元
の
美
術
館
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
１
月
中

は
、
入
館
料
を
無
料
と
し
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ゆ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
休
館
日　

月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌

日
）

烏
川
渓
谷
緑
地
の
催
し

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地　

環
境
管
理
事
務
所

 
 

73
・
０
２
０
３

karasu@
anc-tv.ne.jp

第
82
回
か
ら
す
の
学
校 

”ア
ニ
マ
ル

･

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
学
習
会
（
座
学
）“

　

冬
は
野
生
動
物
の
活
動
の
様
子
を
知

る
の
に
適
し
た
季
節
。
そ
う
し
た
動
物

た
ち
の
活
動
の
様
子
や
痕
跡
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

●
日
時　

１
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

第
83
回
か
ら
す
の
学
校 

”ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
ハ
イ
ク
“

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て
、
野
生
動

物
の
足
跡
や
痕
跡
・
樹
木
観
察
な
ど
、

雪
の
烏
川
渓
谷
緑
地
の
自
然
を
楽
し
み

ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
の
催
し

堀
金
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局

 
 

72
・
６
３
４
０

市
制
施
行
10
周
年
記
念

「
新
春
さ
わ
や
か
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
者
募
集
！

　

１
年
の
幕
開
け
を
マ
ラ
ソ
ン
で
さ
わ

や
か
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
！
２
キ
ロ
、

３
キ
ロ
、５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
、

自
分
に
適
し
た
距
離
を
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ま
す
。

●
日
時　

１
月
１
日
（
金
）
午
前
11
時

ス
タ
ー
ト

●
集
合
場
所　

午
前
10
時
30
分
ま
で

に
堀
金
多
目
的
屋
内
運
動
場
「
常
念

ド
ー
ム
」
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
料　

１
人
１
０
０
円（
保
険
料
）

当
日
、
受
け
付
け
の
際
に
納
入
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
当
日
、
集
合
場
所
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い

貞享義民記念館　平成28年度企画展の募集
 貞享義民記念館　　77・7550　　77・7551

　平成 28 年度に当館１階企画展示室で、各種展示等を行いたい人、団体を募集します。

●応募方法　企画展申込書を当館へお持ちいただくか、郵送してください。申込書は当館の受付カウンターに備
え置きます。

●募集期間　１月 31 日（日）まで
＊締め切り後でも随時申し込みを受け付けます。
●送付先　〒 399-8101　安曇野市三郷明盛 3209　貞享義民記念館
●その他　企画内容、申込数によっては採用できない場合もあります。

問題１　安曇野市名誉市民で、明科地域
出身の能楽師は誰でしょうか。
①田淵行男　　②熊井啓
③髙橋節郎　　④青木祥二郎

問題２　昭和 10 年代に犀川下流の千曲
川（信濃川）に発電用ダムがつくられ
る前まで盛んに遡上し、犀川の支流で
古くから漁の対象となっていた魚はど
れでしょうか。
①ウグイ　　②カジカ
③サケ　　　④アユ

問題３　平成 10 年（1998）１月 28 日
に旧堀金村と災害時相互支援協定を結
び、平成 18年（2006）９月 30日に、
安曇野市として友好都市提携を結び直
した自治体は何県にあるでしょうか。
①千葉県　　　②埼玉県
③神奈川県　　④静岡県

問題４　樹高が約 33 ｍ、胸高直径が約
2.3 ｍあるという下の写真の巨木は、
次のうちどれでしょうか。
①吉野荒井堂の大銀杏
②正福寺の杉
③一日市場東の大桑
④穂高神社大門のケヤキ

答えは23ページ

問生涯学習課社会教育担当（ 71・2466）

ま
す
。

●
日
時　

１
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

●
場
所　

長
野
県
烏
川
渓
谷
緑
地
水
辺

エ
リ
ア

●
講
師　

両
日
と
も　

植
松
晃
岳
さ
ん

（
野
生
生
物
資
料
情
報
室
・
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
）

●
参
加
料　

無
料 

●
定
員　

両
日
と
も
25
人 

●
申
し
込
み　

12
月
20
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
で
県
烏
川
渓
谷
緑
地
環
境
管

理
事
務
所
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
10
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
レ
ス
ト

ラ
ン
参
加
者
募
集
！

　

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
家
族
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
冬

場
の
運
動
不
足
解
消
に
お
す
す
め
で

す
。

●
日
時　

１
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午
（
受
付
午
前
８
時
45
分
〜
）

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
対
象　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
と
子

ど
も
（
小
学
生
以
下
）
の
チ
ー
ム

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
ス

ポ
ネ
ッ
ト
常
念
会
員
の
い
る
チ
ー
ム

は
３
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

１
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
堀
金
総
合
体
育
館
窓
口
で
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行
10
周
年
記
念「
ヒ
ダ
ノ

修
一
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
太
鼓
マ
ス
タ
ー
ズ　

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
６
」in
安
曇
野

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

 

81
・
３
１
１
１　

 

82
・
０
９
６
６

　

市
制
10
周
年
を
記
念
し
て
中
学
校
の

音
楽
教
科
書
の
編
集
を
担
当
し
て
い
る

ヒ
ダ
ノ
修
一
さ
ん
率
い
る
「
ヒ
ダ
ノ
修

一
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
太
鼓
マ
ス
タ
ー
ズ
」
公
演

を
開
催
し
ま
す
。
世
界
で
活
躍
す
る
プ

ロ
の
熱
い
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

３
月
５
日
（
土
）
開
演
午
後

６
時
（
約
２
時
間
）

●
入
場
料　

２
０
０
０
円
（
全
席
指
定

席
）
未
就
学
児
入
場
不
可

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

１
月
５
日
（
火
）

か
ら
「
み
ら
い
」
窓
口
で
販
売
し
ま

す
。（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分
）

電
話
で
の
予
約
は
、
市
外
の
人
の
み

で
す
。
完
売
に
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
】

　

チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
小
学
４
年
生

以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
演
奏
体
験
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
５
日
（
土
）
午
後
４
時

〜
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
の
際
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

先
着
30
人

●
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　昨年のマラソン大会の様子

　ヒダノ修一with 太鼓マスターズ

生涯学習・施設の催し

17 16広報 広報 2015.12.16 2015.12.16



市
制
施
行
10
周
年
記
念

消
防
団
出
初
式

危
機
管
理
課　

消
防
防
災
係

 

72
・
６
７
６
９　

 

72
・
６
７
３
９

　

市
消
防
団
で
は
、
平
成
28
年
出
初
式

を
挙
行
し
ま
す
。
穂
高
会
館
で
式
典
を

行
い
終
了
後
に
穂
高
会
館
か
ら
Ｊ
Ｒ
穂

高
駅
ま
で
、
各
分
団
の
団
員
・
消
防
車

両
が
分
列
行
進
し
ま
す
。

　

な
お
、
分
列
行
進
の
間
の
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
頃
ま
で
開
催
会
場
と
な
る

穂
高
会
館
か
ら
Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
周
辺
で
交

通
規
制
を
行
い
ま
す
。
迂
回
路
等
は
誘

導
員
の
指
示
に
従
う
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

１
月
10
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
〜
正
午

●
場
所　

式
典　

穂
高
会
館

市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

料
理
教
室

人
権
男
女
共
同
参
画
課
人
権
男
女
共
生
係

 

71
・
２
４
０
６　

 

71
・
５
１
５
５

　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
で
は
、

男
性
・
女
性
・
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
初
心
者
、
友
達
同
士
ま
た

は
夫
婦
、
一
人
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

第
１
回
料
理
教
室

●
日
時　

１
月
16
日
（
土
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化　
そ
の
45

文
化
課
文
化
財
保
護
係

71
・
２
４
６
４ 　

71
・
２
３
３
８

穂
高
神
社
の

　

手
洗
石
と
手
水
舎

　

手て
あ
ら
い
い
し

洗
石
と
手て

み
ず
し
ゃ

水
舎
は
穂
高
神
社
社
務
所

の
西
側
に
あ
り
ま
す
。
手
洗
石
は
享
保
14
年

（
１
７
２
９
）
の
遷せ

ん
ぐ
う
さ
い

宮
祭
の
年
に
穂
高
村
か

ら
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。
穂
高
神
社
境
内

に
あ
る
紀
年
銘
の
あ
る
石
造
物
の
中
で
は
最

も
古
く
、
参
拝
前
の
作
法
の
他
、
奉
納
者
の

願
い
が
側
面
に
漢
詩
で
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
手
水
舎
は
、
明
治
18
年
（
１
８
８
５
）

に
地
元
の
氏
子
の
依
頼
で
、
柏
原
塚
原
の
石

工
等
が
丹
精
込
め
て
制
作
し
た
石
造
建
築
物

で
す
。

　

平
成
28
年
穂
高
神
社
は
、
小し

ょ
う
せ
ん
ぐ
う

遷
宮
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。
境
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
や
奉
納
さ
れ
た
品
々
を
み
る
と
、
遷
宮
の

年
に
氏
子
が
奉
納
し
た
も
の
が
数
多
く
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
も
、
昔
か

ら
氏
子
が
、
い
か
に
穂
高
神
社
を
大
切
に
し

て
き
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
ず
表
紙
を
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な

い
。
カ
ラ
フ
ル
な
漫
画
の
よ
う
な
絵
、
怪

獣
が
、
な
ぜ
ま
す
だ
君
な
の
か
。
読
ん
で

い
く
う
ち
に
自
分
の
小
学
校
時
代
を
思
い

出
し
ま
す
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
ま
す
だ
く

ん
の
本
当
の
姿
が
。
わ
く
わ
く
、
ド
キ
ド

キ
の
学
校
を
控
え
た
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ

ん
に
ぜ
ひ
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
に
中
央
図
書
館
で
行
わ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
「
武
田
美
穂
先
生
と
き
ら
き
ら
バ
ッ

チ
作
り
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
大
き
な
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
厚

紙
や
色
ペ
ン
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
な
ど
材
料

全
て
持
ち
込
み
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
創
作

意
欲
や
笑
顔
を
引
き
出
す
姿
は
ま
る
で
魔

法
使
い
の
よ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
人
柄
そ

の
ま
ま
の
こ
の
本
が
大
好
き
で
す
。シ
リ
ー

ズ
も
お
す
す
め
で
す
。

お
す
す
め
の
一
冊

と
な
り
の
せ
き
の
ま
す
だ
く
ん

武
田
美
穂　

著

紹介する人

竹内ゆかりさん
  （豊科・新田区）

1月の図書館イベント

中央図書館映画上映会（入場無料）
｢いぬのえいが」

2004 年 日本作品 <上映時間　96 分 >

●日時　8日（金）開場18：30  上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　20日（水） 16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら

おはなしのへや
13・20・27日（各水曜日）
　　　　  10：30～（乳幼児対象）

◇　中央図書館　おはなしとしょかん
おはなしのへや
16日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
多目的室
15日（金） 11：00～（乳幼児対象）

◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
多目的室
15日（金） 16：30～（幼児以上対象）

◇　三郷図書館　ポケットの会
三郷文化公園体育館１階　会議室
９日（土） 10：30～（乳幼児以上対象）

◇　明科図書館　ひまわりおはなしの会
おはなしの部屋
23日（土） 11：00～（乳幼児以上対象）

中
央
図
書
館

新
年
「
本
の
お
年
玉
」

図
書
館
交
流
課　

図
書
館
交
流
担
当

 

84
・
０
１
１
１　

 

84
・
０
１
１
６

　

新
年
の
開
館
初
日
か
ら
、
中
身
が
見

え
な
い
よ
う
に
包
ん
だ
３
冊
の
本
の

セ
ッ
ト
「
本
の
お
年
玉
」
を
貸
し
出
し

ま
す
。
図
書
館
職
員
が
選
ん
だ
お
す
す

め
本
を
、
中
身
の
テ
ー
マ
・
対
象
年
齢

が
分
か
る
よ
う
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

を
付
け
、
お
好
み
の
も
の
を
選
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
お
年
玉
は
、
大
変
人
気
で
す
ぐ
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

各
図
書
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
開
始
日　

１
月
８
日
（
金
）
〜

※
用
意
し
た
お
年
玉
本
が
な
く
な
り
次

第
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
セ
ッ
ト
数　

大
人
用
と
子
ど
も
用

●
場
所　

明
科
公
民
館　

調
理
室

●
講
師　

竹
内
美
雪
さ
ん

●
メ
ニ
ュ
ー　

▽
水
餃
子
▽
ポ
テ
ト
と
長

ネ
ギ
ス
ー
プ
▽
サ
ラ
ダ
▽
デ
ザ
ー
ト

●
申
し
込
み　

12
月
24
日
（
木
）
午
前

９
時
か
ら
１
月
12
日
（
火
）
ま
で

第
２
回
料
理
教
室

●
日
時　

２
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

堀
金
公
民
館　

調
理
室

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん

●
メ
ニ
ュ
ー　

▽
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ

▽
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
▽
サ
フ
ラ
ン
ピ

ラ
フ
▽
デ
ザ
ー
ト

●
申
し
込
み　

12
月
24
日
（
木
）
午
前

９
時
か
ら
１
月
29
日
（
金
）
ま
で

【
各
回
の
共
通
事
項
】

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

※
各
回
と
も
人
権
男
女
共
同
参
画
課
へ

電
話
も
し
く
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

み
ら
い
企
画
展

市
民「
マ
イ・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

図
書
館
交
流
課　

図
書
館
交
流
担
当

 

81
・
３
１
１
１　

 

82
・
０
９
６
６

　

応
募
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
お
借
り
し
た
、子
ど
も
の
頃
に
購
入
、

ま
た
は
譲
り
受
け
、
読
み
遊
び
親
し
ん

で
い
た
と
い
う
当
時
の
ぱ
っ
ち
ん
（
メ

ン
コ
）
と
少
年
雑
誌
な
ど
を
展
示
公
開

し
ま
す
。
１
９
５
０
〜
６
０
年
代
の
子

ど
も
の
遊
び
と
ま
ん
が
文
化
の
一
端
に

触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
会
期　

１
月
６
日
（
水
）
〜
３
月
６

日
（
日
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
観

覧
無
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
、

祝
日
の
翌
日

第
41
回
友
の
会
押
絵
展
・

第
23
回
友
の
会
水
墨
画
展

豊
科
郷
土
博
物
館

 

72
・
５
６
７
２　

 

72
・
７
７
７
２

　

布
で
綿
を
く
る
ん
だ
手
作
業
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
押
絵
と
、
墨
の
濃
淡

で
表
現
し
て
作
品
を
仕
上
げ
る
水
墨
画

の
展
示
を
し
ま
す
。
個
性
あ
る
作
品
を

ぜ
ひ
会
場
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

１
月
６
日（
水
）〜
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
午

後
４
時
30
分
ま
で
）

●
会
場　

豊
科
郷
土
博
物
館　

２
階
展

示
室

●
入
館
料　

大
人
１
０
０
円　

20
人
以

上
の
団
体
の
場
合
は
80
円

●
休
館
日　

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

（
対
象
年
齢
別
）中
央
図
書
館
70
セ
ッ

ト
・
豊
科
図
書
館
40
セ
ッ
ト
・
三
郷
、

明
科
図
書
館
各
20
セ
ッ
ト　

※
１
人

１
セ
ッ
ト
限
定
。

【
年
末
年
始
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
】

　

年
末
年
始
の
各
図
書
館
の
休
館
日
は

既
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
次
の
期

間
、Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
蔵
書
検
索
・
予
約
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間　

12
月

26
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
１
月
８
日

（
金
）
午
前
９
時

堀
金
図
書
館
休
館

堀
金
図
書
館

 

72
・
５
７
９
６　

 

72
・
５
８
０
１

　

堀
金
支
所
等
改
修
工
事
の
た
め
、
次

の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
堀
金
支
所
２

階
を
新
し
い
移
転
先
と
し
て
４
月
１
日

（
金
）
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
休
館
期
間　

２
月
１
日
（
月
）
〜
３

月
31
日
（
木
）

●
図
書
の
貸
出　

１
月
８
日
（
金
）
〜

３
月
31
日
（
木
）
の
期
間
は
図
書
の

貸
出
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
図
書
の
返
却
・
閲
覧　

１
月
中
は
現

堀
金
図
書
館
で
可
能
で
す
。
以
降
は

返
却
ポ
ス
ト
・
市
内
各
図
書
館
へ
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ネ
ッ
ト
予
約　

12
月
15
日
（
火
）
〜

３
月
31
日
（
木
）
の
期
間
、
堀
金
図

書
館
所
蔵
の
本
の
予
約
・
延
長
お
よ

び
堀
金
図
書
館
で
の
受
取
指
定
は
で

き
ま
せ
ん
。

穂高神社の手洗石と手水舎

で
費
）

」

施設の催し・図書館
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新
年
祝
賀
会

問 

秘
書
広
報
課
秘
書
広
報
担
当

（

71
・
２
４
０
０　

71
・
５
０
０
０
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
年
を
祝

い
、
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
た
め

新
年
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

１
月
４
日
（
月
）
開
会 

午
後

３
時
30
分
〜
（
受
付 

午
後
３
時
〜
）

●
場
所　

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ　

大
ホ
ー
ル

●
会
費　

１
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

不
要

●
そ
の
他　

▽
名
刺
を
お
持
ち
の
場
合

は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
▽
酒
宴
を
伴

い
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場
に
は
ご

配
慮
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
―
を

確
認
し
ま
す

問 

会
計
課
出
納
係

（

71
・
２
４
８
６　

72
・
２
０
６
５
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
―
制
度
の
開
始
に
伴

い
、
市
が
支
払
う
賃
金
や
報
酬
な
ど
に

つ
い
て
、
源
泉
所
得
税
を
控
除
す
る
た

め
市
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

を
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
市
か
ら
依
頼
の
文
書
等
で
連
絡
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
部
法
人
に
も
お
尋
ね
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
法
律
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
範
囲
の
も
の
で
、
個
人
番

号
関
係
事
務
以
外
へ
は
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
通
知
が
あ
っ
た
際
に
は
、
内
容
を

よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
２
期
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座

問 

地
域
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

71
・
２
４
９
４　

72
・
３
１
７
６
）

　

幅
広
い
視
点
か
ら
地
域
づ
く
り
を
行

う
担
い
手
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。
地

域
で
行
う
事
業
で
複
数
の
団
体
を
つ
な

ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
方
法
な
ど
を
学

び
ま
す
。

●
応
募
条
件　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

講
座
修
了
後
は
市
協
働
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
欲
の

あ
る
人
。

●
応
募
期
間　

12
月
21
日
（
月
）
〜
平

成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

●
講
師　

地
域
活
動
応
援
チ
ー
ム
「
え

ん
の
わ
」

●
申
し
込
み　

申
込
書
を
地
域
づ
く
り

課
（
２
階
4
番
窓
口
）
へ
持
参
、
ま

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

市
役
所
の
問
い
合
わ
せ
先

71
・
２
０
０
０
㈹　

71
・
５
０
０
０

（
各
支
所
地
域
課
・
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

広告欄　広告内容についての問い合わせは広告主までお願いします。

環
境
家
計
簿
で
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

問 

環
境
課
環
境
政
策
係

（

71
・
２
４
９
２　

72
・
３
１
７
６
）

　

エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
削
減
し
て
地
球
温
暖
化

防
止
に
取
り
組
む
「
環
境
家
計
簿
」
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
の
結
果
が
具
体
的
に
分
か

り
、
光
熱
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
環

境
家
計
簿
に
皆
さ
ん
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
内
容　

家
庭
で
の
電
気
、
ガ
ス
、
灯

油
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
の
月
ご
と
の

使
用
量
を
記
入
し
た「
環
境
家
計
簿
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
提
出

し
た
人
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
）
排
出
量
、
市
内
平
均
値

と
の
比
較
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。（
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
）

●
期
間　

平
成
28
年
１
月
１
日
（
金
）

か
ら
12
月
31
日（
土
）ま
で
の
１
年
間

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
世
帯

●
応
募
方
法　

環
境
課
（
２
階
5
番
窓

口
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

利
用
期
限
は
１
月
16
日
ま
で

問 

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１　

72
・
１
３
４
０
）

　

本
年
７
月
に
発
行
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
利
用
期
限
は
平
成
28
年
１
月

16
日
ま
で
で
す
。
11
月
20
日
現
在
の
利

用
率
は
83
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限

ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
登
録
店
の

一
覧
は
、
商
工
労
政
課
（
３
階
2
番
窓

口
）
お
よ
び
市
商
工
会
窓
口
、
市
商
工

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

 http://w
w
w
.azum

ino-biz.net/

勤
労
者
へ
の
融
資
制
度

問 

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

71
・
２
０
４
１　

72
・
１
３
４
０
）

　

市
内
の
勤
労
者
の
皆
さ
ん
に
、
自
動

車
な
ど
の
物
品
購
入
や
教
育
資
金
な
ど

の
生
活
資
金
の
融
資
を
行
う
制
度
で

す
。

　

労
働
金
庫
固
有
の
融
資
商
品
の
適
用

利
率
か
ら
０
・
０
３
％
を
下
げ
た
利
率

を
適
用
し
ま
す
。
ま
た
、
資
金
使
途
が

教
育
資
金
の
場
合
は
適
用
利
率
か
ら

０
・
２
３
％
下
げ
た
利
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
勤
労
者
互
助
会
の
会

員
、
ま
た
は
労
働
金
庫
の
構
成
員
で

あ
る
労
働
組
織
に
加
入
し
て
い
る
勤

労
者
で
次
の
要
件
を
満
た
す
人
▽
市

に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
▽
市
税

に
滞
納
が
な
い

●
融
資
限
度
額　

２
０
０
万
円

●
貸
付
期
間　

融
資
し
た
日
か
ら
10
年

以
内

●
そ
の
他　

申
し
込
み
に
あ
た
り
労
働

金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
労
働
金
庫
あ
づ
み

野
支
店
（

 

72
・
３
２
２
２
）

　

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
松
本
（

 

28
・

１
８
２
２
）

広告欄　広告内容についての問い合わせは広告主までお願いします。

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

●日時および場所
期日 講座名 ･テーマ

第１回 1月 14日（木） いま、求められている協働コーディネーター！

第２回 1月 28日（木） 仲間を集めて、役割を分担しよう！

第３回 2月 18日（木） コーディネーターとしてのコミュニケーション
の心構え！

第４回 3月  3  日（木） 地域活動に役立つファシリテーション！

第５回 3月 17日（木） 地域リーダーをつなげる企画を作る！

※時間はいずれも午後７～９時
※講座は来年度 5回の全 10回開催予定です。

11 月分の空間放射線量

　いずれの地点においても健康に影響のない値で
した。詳しくは市ホームページまたは担当課まで
問い合わせください。
問 環境課環境保全担当（ 71･2491・ 72・3176）

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

11/2（月） 11/9（月） 11/16（月）11/24（火）
本庁舎
（豊科） 0.08 0.08 0.07 0.08

測定
結果

環境家計簿

で

21 202015.12.16 2015.12.16 広報 広報 
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災
害
時
要
避
難
者
名
簿

に
登
録
し
ま
し
ょ
う

問 
長
寿
社
会
課
福
祉
政
策
担
当

（

71
・
２
２
５
３　

71
・
２
３
２
８
）

　

市
で
は
、
高
齢
の
人
や
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
、
災
害
時
に
自
ら
安
全
に
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
で
、
本
人
の

同
意
が
あ
る
場
合
は
、
平
常
時
か
ら
避

難
支
援
関
係
機
関
に
名
簿
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、
昨
年

未
提
出
の
人
お
よ
び
新
規
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
人
は
、
12
月
中
旬
に
市

か
ら
同
意
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同

意
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
名
簿
登
録
要
件　

▽
単
身
で
生
活
し

て
い
る
65
歳
以
人
の
人
▽
75
歳
以
上

の
人
の
み
で
生
活
し
て
い
る
世
帯
▽

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持

し
て
い
る
人
▽
療
育
手
帳
Ａ
１
を
所

持
し
て
い
る
人
▽
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
人

▽
要
介
護
度
３
〜
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人

●
提
出
期
限　

１
月
20
日
（
水
）

●
提
出
先　

長
寿
社
会
課
（
１
階
13
番

窓
口
）
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
課

●
そ
の
他　

名
簿
提
供
先
（
区
、
自
主

防
災
組
織
、
民
生
児
童
委
員
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、松
本
広
域
消
防
局
、

県
警
察
）
に
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
よ
る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
個
人
情
報
は
適
切
に
管
理
さ

れ
、
災
害
対
応
以
外
へ
の
名
簿
情
報

の
利
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
名
簿
登
録
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
災
害
時
の
安
全
な
避

難
に
支
援
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
人

で
、
か
つ
避
難
支
援
関
係
機
関
へ
の

名
簿
提
供
に
同
意
さ
れ
る
場
合
は
、

随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
は
お
早
目
に

問 

市
民
税
課
市
民
税
担
当

（

71
・
２
４
８
５　

72
・
２
０
６
５
）

　

本
年
中
に
給
与
等
（
課
税
対
象
の
手

当
を
含
む
）
を
支
払
っ
た
事
業
主
は
、

そ
の
受
給
者
の
住
所
地
（
平
成
28
年
１

月
１
日
現
在
）
の
市
町
村
に
支
給
し
た

全
員
分
の
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
営
業
、
農
業
、

不
動
産
所
得
の
あ
る
人
で
、給
料
賃
金
、

雇
人
費
や
青
色
申
告
の
専
従
者
給
与
を

支
出
計
上
す
る
人
も
、
支
給
者
分
の
提

出
が
必
要
で
す
。
提
出
用
紙
は
税
務
署

お
よ
び
市
民
税
課
（
１
階
17
番
窓
口
）、

各
支
所
地
域
課
に
あ
り
ま
す
。

●
提
出
方
法　

市
民
税
課
に
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
各
支

所
地
域
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
提
出
期
限　

２
月
１
日
（
月
）

※
１
月
22
日
（
金
）
頃
ま
で
の
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
11
月
中
旬
に
給
与
支
払
報
告
書
の
総

括
表
を
郵
送
し
ま
し
た
。
総
括
表
を

添
付
の
上
、提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
市
民
税
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
で

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ

ス
テ
ム
）
と
は
、
地
方
公
共
団
体
（
市

区
町
村
）
が
共
同
で
運
営
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
地
方
税
の
電

子
申
告
シ
ス
テ
ム
で
す
。
給
与
支
払
報

告
書
提
出
の
際
に
は
、
便
利
な
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

一
般
社
団
法
人
地
方
税
電
子
化
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 http://w
w
w
.eltax.jp/

平
成
27
・
28
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
中
間
受
付

問 

総
務
課
契
約
担
当

（

71
・
２
０
０
２　

71
・
５
１
５
５
）

　

平
成
27
・
28
年
度
分
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
の
中
間
受
付
を
行
い
ま

す
。
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、
そ
の
他
業
務

委
託
お
よ
び
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
の
皆
さ
ん

は
、
必
ず
参
加
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

２
月
１
日
（
月
）
〜
29

日
（
月
）

※
受
付
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

●
申
請
様
式　

申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
添
付
書
類　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
の
上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
方
法　

必
要
書
類
を
Ａ
４
版
無

地
の
ク
リ
ア
フ
ォ
ル
ダ
ー
に
入
れ
て

総
務
課
（
２
階
9
番
窓
口
）
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
リ

ア
フ
ォ
ル
ダ
ー
は
規
格
を
指
定
し
ま

す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
部
数　

１
部

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）
総
務
課
契
約
担

当

●
そ
の
他　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
上
段
「
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
」

の
う
ち
「
入
札
・
契
約
情
報
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

 http://w
w
w
.city.azum

ino.
nagano.jp

未公開株の取り引きのトラブルにご用心！

市が認定した特定開発事業

　未公開株のトラブルでは「上場間近」「上場すれば必ず儲かる」や「上場しなければ高値で買い取る」というセー
ルストークが目立ちますが、最近では以下のように勧誘手口がより巧妙になっています。他人の代わりに購入
するのは絶対に避けましょう。
　不審に感じたり、被害に遭った場合は相談してください。
【事例】
　株の買取会社が「ある会社の未公開株を購入してほしい。その会社の未公開株は特定の人しか
購入できない。代わりに購入してくれれば高値で買い取る」と勧誘する手口です。未公開株を購
入しても、「立て替えて購入を依頼した覚えはない」と言われたり、連絡がとれなくなったりします。

問市消費生活センター　 71・2100（直通）：090・5203・2011（携帯）　　安曇野警察署　 72・0110

 まちづくりの目標および基本方針に反しな
い内容の開発事業として、以下の事業を認
定しました。
●認定日　平成 27 年９月 18 日
申 請 者 渡辺　安彦

申 請 場 所 安曇野市穂高有明10610番　外５筆

申 請 の 目 的 太陽光発電施設

申 請 者 株式会社あづみ野開発　
代表取締役　手塚　裕雄

申 請 場 所 安曇野市豊科田沢7039番４　外２筆

申 請 の 目 的 駐車場

申 請 者 山共建設株式会社　
代表取締役　降幡　真

申 請 場 所 安曇野市三郷温 582番

申 請 の 目 的 太陽光発電施設

申 請 者 山共建設株式会社　
代表取締役　降幡　真

申 請 場 所 安曇野市三郷温 3298 番 1

申 請 の 目 的 太陽光発電施設

申 請 者 宮澤　一夫　

申 請 場 所 安曇野市三郷明盛 3979 番３

申 請 の 目 的 農業用倉庫

申 請 者 深澤　隆茂

申 請 場 所 安曇野市穂高北穂高 3308 番２

申 請 の 目 的 太陽光発電施設

申 請 者 富士開発株式会社　
代表取締役　松岡　富男

申 請 場 所 安曇野市三郷温 482番１　外１筆

申 請 の 目 的 建売住宅（８戸）

問建築住宅課開発調整係
　 71・2243　 72・3569

　　　電源立地地域対策交付金 寄附・寄贈のお礼（８/１～31）【敬称略】

　電源立地地域対策交付金は、発電用施設の立地地域や
周辺地域で行われる公共施設の整備や、住民福祉の向上
に資する事業に対して国から交付されます。現在、市内
には 10 カ所の発電用施設が設置されています。
　昨年度は 1,107 万 1000 円の電源立地地域対策交付金が
交付され、市内の保育サービスの充実のために活用しま
した。

問政策経営課企画担当
　 71・2401　 71・5155

▷宮澤威夫　ちぎり絵（市章）　市役所庁舎へ
▷佐藤賢一　絵画２点　市役所庁舎へ▷桐澤明
　絵画３点　市役所庁舎へ▷望月太門　絵画　
市役所庁舎へ▷高山晃　絵画　市役所庁舎へ▷
大西勝　絵画　市役所庁舎へ▷株式会社ハーモ
ニック・ドライブ・システムズ代表取締役社長
　長井啓　298,000 円　市内の小中学校図書購入
費として▷鳥居祝子　100,000 円　安曇野水資源
保護のため

特殊
詐欺

暮らしに役立て
られています

17
ペ
ー
ジ
の
「
た
め
し
て
安
曇
野

検
定
ク
イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
④　
　

問
題
２
…
③

問
題
３
…
③　
　

問
題
４
…
①

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
11
月
18
日
発
行
号（
２
１
８
号
）

○
15
ペ
ー
ジ 

市
議
会
の
委
員
会
名

【
誤
】「
建
設
水
道
委
員
会
」

【
正
】「
経
済
建
設
委
員
会
」

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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平成 27年度　自衛官の募集

　防衛省では下記の予定で各募集種目の受け付けおよび採用試験を実施します。

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

予備自衛官補

一般 18歳以上 34歳未満
平成 28年１月 ８ 日（金）

～３月 24日（木）
平成 28 年４月 10 日（日）から
14日（木）のうち指定される１日技能 18歳以上で国家免許資格等を有する人

（資格により 53歳未満～ 55歳未満）

防衛大学校学生 一般
（後期）

高卒（見込含）以上 21歳未満の人（自
衛官は 23歳未満）

平成 28年１月 20日（水）
～１月 29日（金）

１次　平成 28年２月 20日（土）
２次　平成 28年３月 11日（金）

問 自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」　 36・2787

豆知識　～輪作計画～
　連作しても比較的障害が出にくい作物として、ダイコン、コマツナ、サツマイモ、カボチャ、ニンジン、タ
マネギ、ネギ、ニンニク、ニラ、トウモロコシ、シュンギク、ホウレンソウ、スイスチャード、ツルムラサキ
があります。輪作計画の一例として、前回紹介した「特に連作障害を起こしやすい作物」で栽培したいものを
各科からバランスよく選び、障害の出にくい作物を前後に作りながら、同じ作物や同じ科を避けて輪作し、４
年～５年で回していく方法があります。

　家族の団らんと健康維持にプランターを利用した家庭菜園に挑戦してみませんか。
今月は 12月末～１月に行う作業について紹介します。

ベランダ菜園のすすめ連載 問  農政課マーケティング担当　　
（ 71・2430　 71・2507）

①ニンニク
　ニンニクには、冬の間に「ネギアブラムシ」
という黒い虫がつくことがあります。見つ
け次第、市販の野菜用殺虫剤で駆除します。

②ミズナ
　ミズナなどの葉物野菜は、防寒カバーなどの中
でアブラムシなどが発生していないか確認し、早
めの駆除を心掛けます。

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

井口喜源治記念館
クリスマス講演会

武富 保さん（信州大学名誉教授）
が「戦後 70 年に思う内村鑑三・
井口喜源治の真価」について講演
をします。ぜひお出掛けください。

日：12月 25日（金）
　　午後２時～４時
場：碌山公園研成ホール
　　（穂高 5613-1）

費：無料 申：不要
問：井口喜源治記念館・井
口喜源治に学ぶ会（  
82・5570）

市医師会設立10周
年記念講演会・
シンポジウム

唐澤 剛さん（厚生労働省保険局
長）を招き、「超少子高齢社会を
乗り切る方法は地域包括ケアシス
テムしかない」をテーマに講演し
ます。また、シンポジストとして、
太田 寛さん（県副知事）および
市医師会の医師等による「市にお
ける在宅医療の現状と展望につい
て」のシンポジウムもあります。

日：1月９日（土）
　　午後１時 30分～
場：市役所４階大会議室

費：無料 申：不要
問：（一社）市医師会事務局
（ 72・2347）

農
地
に
関
す
る
こ
と
は

農
地
中
間
管
理
機
構
へ

問 

農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

71
・
２
４
２
９　

71
・
２
５
０
７
）

　

県
で
は
、
農
業
開
発
公
社
が
「
農
地

中
間
管
理
機
構
」
に
指
定
さ
れ
、
農
地

の
貸
借
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農
地
を
一

定
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
借
り
受
け
、
地

域
の
担
い
手
や
新
規
就
農
者
へ
転
貸
を

行
っ
て
い
ま
す
。
経
営
規
模
や
農
地
の

貸
し
借
り
な
ど
お
悩
み
の
人
は
機
構
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
公
的
機
関
を
通

じ
た
農
地
の
貸
し
借
り
の
た
め
安
心
で

す
。
ま
た
、機
構
に
農
地
を
貸
し
付
け
、

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
協
力
金
交
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
貸
付
条
件

▽
機
構
へ
10
年
以
上
ま
た
は
５
年
以
上

貸
し
付
け
を
行
え
る
人
▽
農
業
振
興

地
域
内
の
農
用
地
な
ど
が
あ
る
人

※
詳
細
は
、
農
政
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３つの受診方法
　被保険者の都合に合わせて
選択できるよう、３種類の受
診方法があります。それぞれ
の種類により、実施時期や検
査項目、自己負担額が異なり
ます。

 早期発見がカギ
　心筋梗塞や脳卒中は、ある日、突然起こると考えがちですが、気付かないうちに病気が進行している場合があ
ります。特に生活習慣病の多くは、倒れる直前まで「痛い」「つらい」などの自覚症状が出にくく、本人に分から
ないことも少なくありません。自分では元気だと感じていても、体の中では深刻な病気を引き起こしやすい状態
になっている可能性があります。

 生活の質を保つ
　毎年特定健診を受診し、必要ならば生活習慣を見直したり、治療を受けたりすることで、大きな病気を予防す
ることができます。病気を予防できれば、生活の質も保たれ、医療費も抑えることができます。

 生活習慣改善サポート
　特定健診の結果に応じて保健指導が行われ、保健師・栄養士などが生活習慣改善をサポートします。

 勤務先で受けた診断結果を提出することで、サポートが受けられます
　職場で健康診断を受けた場合は、特定健診を受診したと見なすことができます。
　健診結果の写しを国保年金課（１階10番窓口）または各支所地域課に提出してください。
　健診結果に応じて生活習慣改善サポートが受けられます。

※後期高齢者医療被保険者への人間ドッグ助成をしています。
　詳細は国保年金課まで問い合わせください。

問 国保年金課国保年金担当　 71・2473　 71・2503

国民健康保険加入者の皆さんへ　特定健診を受けましょう
 　特定健診は、脳卒中や心臓病などの生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームに
着目した健診です。身体測定・血圧測定・血液検査・尿検査などから、自分自身の体の血管状
態を知ることができます。

●本年度受診方法

種類 実施場所 実施期間 対象者

特定健診
（個別健診）

市内の取扱医療機関
（専用の受診券が必要）

平成 27年 9月 1日～
　平成 28年 2月 29日

年度末年齢 40歳以上
74歳の国保被保険者

特定健診
（通院治療者）

市内の取扱医療機関「受
診結果受領票（黄色の
用紙）」が必要

平成 27年 8月 24日～
　平成 28年 2月 29日

年度末年齢 40歳以上
74歳の国保被保険者

人間ドック
人間ドック・脳ドック
が実施できる医療機関

通年 国保税に滞納のない世
帯に属する、35歳以上
74歳の国保被保険者

特定健診を兼
ねた脳ドック 平成28年3月31日まで

日  ＝日時　場  ＝場所　定  ＝定員　対  ＝対象者　費  ＝費用　
持  ＝持ち物　申  ＝申し込み　問 ＝問い合わせ

除 す

と
は
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申告期間前の申告相談会

　申告期間前の相談会を開催します。どちらの会場へお出掛けいただいても構いません。営業、農業、不
動産などの所得がある人は、収支内訳書が必要です。必ず事前に作成し、お持ちください。申告相談会の
詳細は、広報あづみの 1 月号に掲載します。

記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大

　平成 26 年１月から、事業所得（農業・営業など）、不動産所得または山林所得を有するすべての申告者が対
象となりました。所得税の申告が必要ない人も、記帳・帳簿などの保存制度の対象となります。

●記帳内容　
　売上などの収入金額、仕入れや経費の金額などを
帳簿に記載します。記帳に当たっては、一つ一つの
取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載す
るなど、簡易な方法で記載しても良いことになって
います。

開催

今から準備！
税の申告

●相談会の日程
会　場 期　間

三郷支所２階会議室 ２月１日（月）～15日（月）

明科公民館２階会議室２ ２月１日（月）～５日（金）

※受付時間は午前８時 30 分～ 11 時、午後１時～４時

●保存が必要な帳簿書類と保存期間
保存が必要なもの 保存期間

収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） ７年

業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） ５年

・業務に関して作成または受領した請求書、領収
書などの書類

・決算に関して作成した棚卸表その他の書類
５年

農業所得の収支内訳書と生命保険料控除

　市県民税・所得税の申告期間は平成 28 年２月 16 日（火）から３月 15 日（火）までです。
事前の準備で申告をスムーズに済ませましょう。
問 市民税課市民税担当　 71・3111　　 72・2065

１．農業所得収支内訳書の作成
　申告相談会は長時間お待ちいただく場合があります。以下を参考に、収支内訳書を
完成させてから申告を受けてください。

申告に向けて準備を始めましょう
①収入・必要経費などの書類の保存・記帳をします。
②収入・必要経費などの年間金額を計算します。
③②で計算した金額を、収支内訳書へ転記し、農業所得額を算出します。
④税務署または市の申告会場で申告します。
※農業所得の他に所得がある場合は、収入が分かる書類（源泉徴収票など）や所得控除に関わる書類
も一緒に持参してください。

●収支内訳書作成の流れ
記録 計算 まとめ

領収書・伝票の
整理

預金通帳の記帳
→ 収入金額の

把握 → 減価償却費
の計算 → 必要経費の

仕分け → 収支内訳書
の作成

※申告の際、領収書は提出不要です。なお、５年間は保管が必要です。
※収支内訳書は必ず「提出用」を申告書に添付してください。

農業収支計算ソフトを活用ください
　市ホームページに申告用「農業収支計算ソフト」を掲載しています。収入や経費などを入力すると
収支内訳書を作成することができ、減価償却費の計算も簡単にできます。
　パソコンを使用しない場合は、月ごとの収支をまとめるための簡易表を市民税課（１階17番窓口）
および各支所地域課に備え付けてありますので利用ください。

２．生命保険料の算出方法
　生命保険料控除は下の表のとおり、新契約（平成 24 年 1 月 1 日以降に契約したもの）と旧契約（平成
23 年 12 月 31 日以前に契約したもの）では保障内容によって控除の取り扱いが異なります。

●新制度契約（平成 24年１月１日以降）
控除種別 保障内容 限度額

一般生命保険料控除 遺族 ４万円（２万 8,000 円）

介護医療保険料控除 介護
医療 ４万円（２万 8,000 円）

個人年金保険料控除 老後 ４万円（２万 8,000 円）

合計控除限度額 12万円（７万円）

※（　）内は市県民税の所得控除限度額

●旧制度契約（平成 23年 12 月 31 日まで）
控除種別 保障内容 限度額

一般生命保険料控除
遺族
介護
医療

５万円（３万 5,000 円）

個人年金保険料控除 老後 ５万円（３万 5,000 円）

合計控除限度額 10万円（７万円）

※（　）内は市県民税の所得控除限度額

●新制度契約での計算式
　（平成 24年１月１日以降の保険契約に適用）

所得税 市県民税
年間の
支払保険料 控除額 年間の

支払保険料 控除額

２万円以下 支払保険料の
全額 １万2,000円以下 支払保険料の

全額

２万１円
～４万円

支払保険料
×1/2＋１万円

１万2,001円
～３万2,000円

支払保険料
×1/2＋6,000円

４万１円
～８万円

支払保険料
×1/4＋２万円

３万2,001円
～５万6,000円

支払保険料
×1/4＋

１万4,000円

８万１円以上 一律４万円 ５万6,001円以上 一律２万8,000円

●旧制度契約での計算式
　（平成 23年 12月 31日までの保険契約に適用）

所得税 市県民税
年間の
支払保険料 控除額 年間の

支払保険料 控除額

２万5,000円
以下

支払保険料の
全額 １万5,000円以下 支払保険料の

全額

２万5,001円
～５万円

支払保険料
×1/2＋１万2,500円

１万5,001円
～４万円

支払保険料
×1/2＋7,500円

５万1円
～10万円

支払保険料
×1/4＋２万5,000円

４万1円
～７万円

支払保険料
×1/4＋

１万7,500円

10万１円以上 一律５万円 ７万1円以上 一律３万5,000円

　旧契約と新契約の両方に加入している場合は、控除額の計算方法が３種類あります。①それぞれの契約
で計算した合計で最高４万円　②新契約のみを計算して最高４万円　③旧契約のみを計算して最高５万円
のいずれか有利な方法で計算してください。

　なお、新契約の「介護医療保険料控除」は、市の介護保険料とは異なります。介護医療保険料は生命保
険料控除に、介護保険料は社会保険料控除に算入します。

生命保険料控除に係る所得控除の計算

※土日祝日は申告相談会を行いません。
※堀金支所改修工事のため、堀金会場での相談会は行い
ません。
※２月16日（火）から豊科・穂高地域で申告相談会を
開催する予定です。

書を
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10
月
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
『
安
曇
野
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
信
濃

の
国
体
操
』
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
最
終
回
と
し
て

中
間
部
４
番
の
体
操
動
作
を
紹
介
し
ま
す
。

楽
し
い
だ
け
で
な
い
、
実
は
効
果
的
な
体
操

基本姿勢からスタート！

尋ねまほしき園原や～♪

くる人多き筑摩の湯～　
月の名に立つ姨捨山～♪

旅のやどりの寝覚め床

木曽の桟
かけはし

かけし世も～　
心してゆけ久

く め じ

米路橋
ばし

～♪

しるき名所と風
み や び お

雅士が～　
詩歌に読みてぞ伝えたる♪

左右1回ずつ実施

４回繰り返す

左右1回ずつ実施

左右１回ずつ実施

２回繰り返す⑱

⑳

⑲

イスに浅く腰掛け、背筋を伸ばして座る

息を吸いながら
肩をゆっくり上げる

左手を上に伸ばし、息を
吐きながら右側へ倒して
いく。（左右同様）

息を吐きながら
肩をゆっくり下げる

健
口
生
活
で

　

健
康
長
寿
に
♪
⑤

  【
大
人
の
皆
さ
ん
、

　

歯
周
病
に
ご
注
意
を
！
】

　

歯
を
失
う
原
因
の
第
１
位
は
歯
周
病
！

　

歯
周
病
は
、
歯
肉
の
腫
れ
や
出
血
な

ど
か
ら
始
ま
り
、
歯
を
支
え
る
骨
を
溶

か
し
、
最
終
的
に
歯
が
抜
け
て
し
ま
う

病
気
で
す
。

　

痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
成
人
の
８

割
以
上
が
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
単
な
る
「
歯
」
だ
け
の
ト
ラ

ブ
ル
で
は
な
く
、
糖
尿
病
や
肥
満
、
関

節
リ
ウ
マ
チ
、
早
産
な
ど
体
の
健
康
と

も
関
係
す
る
た
め
、
予
防
が
大
切
で
す
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
…

●
１
日
１
回
は
丁
寧
な
歯
み
が
き
を

　

歯
周
病
の
最
大
の
原
因
は
歯
こ
う
の

中
に
い
る
細
菌
で
す
。
歯
こ
う
を
取
り
除

く
歯
み
が
き
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

歯
周
病
は
気
づ
き
に
く
い
病
気
で
す
。

年
に
１
度
は
歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。息を吸いながら、横に両手を伸ばして胸を開く　

息を吐きながら手をクロスさせて、背中を丸める

背筋を伸ばしたまま、お腹の力を抜かないように
両手で左膝を胸に向かって抱え込む。（左右同様）

左脚を前に伸ばしかかとをつける。
左脚の上に手を置き脚の付け根から身体を
ゆっくり前に倒す。（左右同様）

健康推進課
健康運動指導士
横山みゆき

※無理しない。
　ゆっくりと気持ちのいい
　ところまで伸ばす。

大
人
の
た
め
の

無
料
歯
科
健
診

●
健
診
日　

２
月
２
日
（
火
）

●
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
15
分
ご
と
の
時
間
指
定
）

●
会
場　

穂
高
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
人
（
年
１
回
受
診
可
能
）

●
内
容　

歯
科
診
察
、
歯
科
相
談

●
定
員　

24
人

●
申
し
込
み　

健
康
推
進
課
（

81
・

０
７
１
１
）
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、
土
日
除
く
）

インタビュー　　Interview

長野県民よい歯の
コンクールで
優秀賞を受賞
　81歳になりますが、
むし歯も歯周病もな
く、全て自分の歯で
す。この年でむし歯
が一本もないのは、昔は甘いお菓子がな
かったですし、母が栄養のある食事を与
えてくれたからかもしれません。若い頃
は仕事が忙しく、健康を気にかける余裕
がありませんでしたが、歯みがきは欠か
さず行ってきました。50 代からは年に 2
回定期健診を受け、26 年間同じ歯医者
さんへ通っています。口の健康と共に歯
みがきのチェックもしてもらっていま
す。
　シニア料理クラブの会長を務めていま
すが、食は作る楽しみ、食べる楽しみが
あり、生きがいです。口が健康だとおい
しく食事ができ、言葉もはっきりします。
　今後も口や体の健康を維持し、元気に
さまざまな活動をしていきたいです。

　
「
信
濃
の
国
体
操
」
が
、
ど
れ
く
ら
い
の
身
体
活
動
量
や
効
果
が

あ
る
の
か
気
に
な
り
、松
本
大
学
根
本
賢
一
教
授
に
協
力
を
依
頼
し
、

ゼ
ミ
の
授
業
の
一
環
と
し
て
松
本
大
学
に
て
測
定
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
測
定
の
結
果
、
な
ん
と
こ

の
「
信
濃
の
国
体
操
」
は
全
身
の
筋

肉
に
作
用
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
一

と
ほ
ぼ
同
等
の
身
体
活
動
量
が
得
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
是
非
一
度
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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健 
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課
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進
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当

　

 
 

81
・
０
７
２
６　

 

81
・
０
７
０
３

むし歯
32％

歯周病
42％

破折
11％

その他
14％

矯正
1％

【歯を失う原因】

平成17年歯科疾患実態調査
（厚生労働省）

計測の様子

心あたりは
ありませんか？

雑な歯みがきを
しがち

食べカスが
歯の間にはさまる

タバコを吸う
ストレスが多い

歯肉のはれ、出血
歯のぐらつきがある

これらに該当す
る場合、歯周病
の可能性が…。

歯
ブ
ラ
シ
を
歯
と
歯
肉

の
境
目
に
当
て
て
ね
♪

こ
の
機
会
に
、
市
の

歯
科
健
診
を
活
用
く

だ
さ
い
♪

穂高区　武重孔二さん

問 健康推進課健康推進担当

81･0711　 81･0703

Original Exercise
安曇野市オリジナル 信濃の国体操♪ vol.3
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お下がり会 15日（金）11：00～11：30
☆出品者は事前に連絡ください。当日の入場順は出品者（予約順）→一般（整
理券順）

読み聞かせ 18日（月）11：00～11：20

育児相談 22日（金）10：30～12：00

チャレンジタイム 凧作り ６日（水）14：00～15：00
要予約 50円  対象：小学生

育児相談 ８日（金）10：30～12：00

寒中もちつき会 16日（土）10：00～12：00
要予約 100円  定員：80 人　持ち物：飲み物

読み聞かせ 18日（月）11：00～

卓球教室 23日（土）14：00～15：00
対象：小学生以上

キッズパーク ほっとタイム 26日（火）27日（水）28日（木） 10：30～11：30
要予約 100円  対象年齢：26 日（火）は２歳児以上、27日（水）は１歳児、
28日（木）は０歳児クラス

チャレンジタイム 恵方巻き 30日（土）10：30～12：00
要予約 150円  対象：小学生以上

1月（January）の予定

こころの相談

介護相談 平日 8：30～ 17：00

弁護士会による無料法律相談
子ども・ひとり親家庭・女性の相談

わかもの就職サポート相談会 13：30～16：30

消費生活相談　 平日9：00～16：00 ※電話相談も可

行政書士による無料相談

教育に関する相談

精神科医による精神保健相談 14:00 ～要予約

各種相談

1月の休日当番医 （変更になる場合があります。） 長野県休日・夜間緊急医案内サービス 0570-088199

…場所　　…問い合わせ　　…時間時場

心配ごと相談・行政相談  （★は行政相談を同時開催）

生活労働相談 18：00～ 20：00

母乳・育児相談　※母乳相談は 9：30 ～ 11：00

児童・思春期精神保健相談 14:00 ～

精神科医による依存症相談 13:30 ～

 あずみ野断酒会 19:00 ～ 21:00

7日（木）・18日（月）・25日（月）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

14・21・28日（木）
　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

6・13・20・27日（水）　※6・20日は家族会
　豊科交流学習センター「きぼう」２階
問健康推進課健康支援担当（℡81-0711・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場

4日（月）・★ 18日（月）　　 113：00～16：00
　堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）

5日（火）・★ 19日（火）　　 113：00～16：00
　穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）

6日（水）・★ 20日（水）　　 113：00～16：00
　豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）

7日（木）・★ 28日（木）　　 113：00～16：00
　三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）

8日（金）・★ 22日（金）　　 113：00～16：00
　明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）

問心配ごと相談・・・上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）

時
場

時
場

時
場

時
場

時
場

13日（水）　 市役所４階　会議室403
問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※メール相談も受付中。詳しくは長野県中信労政事務所ホームページにアクセスを。

場

 7・21日（木）  　問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
12・26日（火）  　問堀金保健センター（℡81-0714・FAX81-0703）
13・27日（水）  　問豊科保健センター（℡81-0713・FAX81-0703）
　 19日（火）  　問明科保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

場
場
場
場

　問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
　問東部地域包括支援センター（市役所１階）
　　（℡72-9986・FAX71-2503）
　問南部地域包括支援センター（三郷支所１階）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

場

場

場

14日（木）（予約日：７日（木））
28日（木）（予約日：21日（木））
　市役所２階　相談室211
　13：30～16：30　※１人20分
問市民生活部　市民相談室（℡71-2496・FAX72-3176）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

場
時

平日　　8：30～17：00
　問子ども支援課家庭児童相談室（℡71-2265・FAX72-2065）

時
場

15日（金）　　市役所３階　相談室313
問商工観光部商工労政課（℡71-2041・FAX72-1340）
※40歳代前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談下さい。

場

　問消費生活センター（市役所２階）
（℡直通71-2100・携帯090-5203-2011・FAX72-3176）
※消費者ホットライン （局番なし）188番　「嫌や！（イヤヤ！）」

場

21日（木）　　13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見など）
　市役所２階　相談室211
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の２日前までにご予約ください。

時
場

8日（金）　問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）場

要予約

要予約
要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

時

時

時

時

時

時

1日 （金・年始） 2日 （土・年始） 3日 （日・年始） 10日 （日） 11日 （月・祝） 17日 （日） 24日 （日） 31日 （日）
古 川 医 院
82-4385［穂高］

や ざ き 診 療 所
62-2360［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

平 林 医 院
62-2227［明科］

古川整形外科医院
82-8880［穂高］

追分クリニック
82-2129［穂高］

村 山 医 院
82-2101［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

前角整形外科医院
82-1478［穂高］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

武田内科クリニック
88-6500［穂高］

須澤クリニック
82-2993［穂高］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

木 暮 医 院
77-2119［三郷］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

ヴェリタス堀金診療所
87-6700［堀金］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

有 明 歯 科
88-8689［穂高］

いさつ歯科医院
73-0648［豊科］

山 田 歯 科 医 院
73-7575［豊科］

内田歯科クリニック
71-4711［堀金］

山 本 歯 科 医 院
72-5748［豊科］

丸山整形外科医院矯正歯科
72-7000［豊科］

天 野 歯 科 医 院
73-4182［豊科］

飯 島 歯 科 医 院
82-0306［穂高］

いじめ相談ホットライン 8:30 ～ 17:15

教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など） 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※1・11日は行いません
　問教育指導室（市役所３階）（℡71-2461・FAX71-2338）場

毎週月～金曜日　※1・11日は行いません
　問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX71-2338）
※電話相談可。まずはお電話ください。
場

児童館の予定 …乳幼児対象　　  …参加費　■休館日 /日曜・祝日・年末年始（12月29日～1月3日）
※市内９つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。各事業の詳細は地域の児童館までお問い合わせください。
※キッズパークは就園前の親子の皆さんが対象の登録制サークルです。

★明科児童館 ℡62-2482・FAX62-1124

お正月ミッション ６日（水）14：00～15：00
要予約 100円  対象：小学生　持ち物：飲み物

まゆだま作り ９日（土）10：30～11：30
要予約 100円  定員：30 組　持ち物：飲み物、手拭き

みんなあつまれ！ こまねずみ劇場 20日（水）10：30～11：30
要予約  持ち物：飲み物

読み聞かせ 21日（木）16：00～
対象：小学生

クライミング教室 23日（土）10：00～11：30
要予約  対象：小学生以上　定員：20組　☆運動できる服装で参加ください。

育児相談 29日（金）10：30～

読み聞かせ 29日（金）11：00～

★穂高西部児童館 ℡・FAX82-2527

みんなあつまれ ! 野菜を使ったまゆだま作り８日（金）10：30～12：00
要予約 100円  定員：20組　持ち物：エプロン、三角巾、手拭き、飲み物

読み聞かせ 20日（水）11：00～11：20

育児相談・身体測定 22日（金）10：30～12：00
☆身体測定は 10時～ 11 時 30 分

チャレンジタイム 凧作り 23日（土）10：30～12：00
要予約 50円  対象：小学生、幼児親子　定員：20人

★堀金児童館 ℡71-2122・FAX71-2126

みんなあつまれ！ お餅つき会 ９日（土）10：30～12：00
要予約 100円  定員：30組程度　持ち物：箸またはフォーク、皿、飲み物

読み聞かせ 18日（月）11：00～

チャレンジタイム オリジナルシュシュ作り23日（土）14：00～15：30
要予約 100円  対象：小学生　定員：10組　持ち物：裁縫道具、好きな布

育児相談･身体測定 25日（月）10：00～12：00

★穂高中央児童館 ℡84-0762・FAX82-9621

育児相談・身体測定 ８日（金）10：30～12：00
☆身体測定は 10時～ 12 時

読み聞かせ 25日（月）11：00～11：20

みんなあつまれ ! やしょうま作り 29日（金）10：30～11：30
要予約 100円  定員：20 組

★穂高北部児童館 ℡・FAX83-5494

育児相談・身体測定 ８日（金）10：30～12：00
★身体測定は 10時から 12 時

読み聞かせ ８・15・22・29日（金）11：00～11：20

みんなあつまれ! 1月生まれ ハッピーバースディ 15日（金）10：30～11：30

みんなあつまれ! ヨガを楽しもう！パート2 18日（月）10：30～11：30
要予約  定員：25組　持ち物：飲み物、タオル

キッズパーク 
ほっとタイム～アロマでリラックス～ 19日（火）20日（水）21日（木） 10：30～11：30
対象年齢：19日（火）は２歳児以上、20日（水）は１歳児、21日（木）は
０歳児クラス

わらべうた 25日（月）11：10～

チャレンジタイム ピザまん・肉まん 30日（土）10：30～12：00
要予約 200円  対象：小学生　定員：15組 持ち物：エプロン、三角巾、飲み物

★豊科中央児童館 ℡・FAX72-0122

★三郷児童館 ℡76-0185・FAX76-0186

読み聞かせ ４日（月）・22日（金）11：00～11：20

育児相談 18日（月）10：00～12：00

★高家児童館 ℡・FAX72-5685

お年寄りの知恵袋 凧作り＆凧あげ ９日（土）10：30～12：00
要予約 50円  対象：幼児親子から中学生まで　定員：20組

育児相談 15日（金）10：30～12：00

読み聞かせ 21・28日（木）11：00～

キッズパーク ほっとタイム 26日（火）27日（水）28日（木） 10：30～11：30
要予約  対象年齢：26 日（火）は２歳児以上、27日（水）は１歳児、28日（木）
は０歳児クラス　持ち物：手拭き、飲み物

みんなあつまれ！ 恵方巻作り 29日（金）10：30～11：30
要予約 100円  定員：20組　持ち物：エプロン、三角巾、手拭き、飲み物

★南穂高児童館 「にこにこランド」 ℡71-5150・FAX71-5152
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音楽喇叭隊

表示証見本

女性消防隊

※この制度は、サポー
ト店の協力により、
市消防団員とその家
族がサポート店を利
用する際に割引など
の特典が受けられる
制度です。
※サービスに掛かる市
からの費用の補てん
はありません。
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古紙配合率 70％
再生紙を使用しています。

本　  庁  　舎　〒399-8281　長野県安曇野市豊科6000番地 TEL 0263-71-2000 FAX 0263-71-5000
穂 高 支 所　〒399-8303　長野県安曇野市穂高6658番地 TEL 0263-82-3131 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所　〒399-8101　長野県安曇野市三郷明盛4810番地1 TEL 0263-77-3111 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所　〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750番地1 TEL 0263-72-3106 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所　〒399-7102　長野県安曇野市明科中川手6824番地1 TEL 0263-62-3001 FAX 0263-62-4747

時間延長窓口1月5日（火）・19日（火）
 （午後５時15分から８時まで）

休日窓口１月24日（日）
 （午前８時30分から正午まで）
※転出入・転居等一部業務のみ取り扱い
ます。事前にお問い合わせ下さい。

本庁舎時間延長・休日窓口実施日

人口と世帯　2015.12.1現在　（　）内は対前月比
人口　98,504人（＋52）　　男　47,787人（＋17）　　女　50,717人（＋35）
世帯　38,522世帯（＋47）
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消防団
新入団員募集中

消防団サポート
プロジェクト登録店

市消防団員を募集しています。消防団員
は、他に仕事を持ちながらボランティ

アとして活動します。
　活動内容は火災予防広報、消火活動、行
方不明者の捜索、大雨時の水防活動、お祭
りなどの警備など多岐にわたります。あな
たも消防団活動に参加してみませんか。

地域の安全・安心のために活動する消防
団員を応援する「消防団サポートプ

ロジェクト」サポート店を募集しています。
登録すると表示証が交付され、店舗に表示
することができ、事業所の地域貢献活動の
一つとして活用できます。申請書は、危機
管理課、または市ホームページから入手で
きます。




